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中国における障害者権利条約第 12条完全実施の課題
―中国での実証研究に基づいて

黄裔（リーズ大学博士課程院生）

皆さん、こんにちは。私は黄裔です。先ほど、お二人が皆さんにご説明しま
したのは中国の法律的な成年後見制度に関する規定でした。続きまして私が報
告するのは、中国大陸の障害者権利条約の第 12 条に関して、考えるべき問題
が何かということです。中国の後見人制度に関して実証研究をしましたので、
私の今日の発表内容は、こういった研究の中で発見したこと、気付いたことに
ついてです。
私の研究には三つの背景があります。まず、第 12 条に基づく、締約国とし
ての中国の義務は何か。二つ目が、現在の中国国内の法律体系における第 12
条の効力は何かということです。つまり、第 12 条を実行する中で、どのよう
な国内法の改革をすべきであるか、第 12 条をどのように中国国内法に反映さ
せていくかということです。三つ目は、中国における現時点での第 12 条の実
施状況についてです。こういった背景の下、研究を行いました。
その中での課題は、中国において第 12 条を実施し、対応する国内法を改正
するに当たり、考慮すべき問題は何かということです。研究の手法としては、
インタビュー、もしくはフォーカスグループをつくりました。どのような参加
者がいたかというと、障害者、その家族、また後見人、ソーシャルワーカーな
どです。裁判官、弁護士なども含まれていました。これが大まかな私の研究の
背景です。
先ほどお二人がおっしゃったように、中国では法的能力についての制限は、
精神的能力、知的障害者に関するものでした。しかし、厳密には法律の面で実
施されていません。精神障害者以外の民事行為能力も剥奪されています。そこ

中国（座長：邱大昕）



98 第 2セッション　中国

で条文を見ると、こういった現状は法律の精神には適合していないと言えます。
では、法律以外に他の理由があるのでしょうか。人々の法的能力を剥奪、制限
するような理由があるのでしょうか。研究を進める中で課題が見えてきました。
発見もありました。四つの面について、気付いたことを発表したいと思います。
1点目、法律上の欠陥についてです。法的能力を認めた法律はあるのですが、
全てのものが法的に平等であると明確に規定されていません。ですから、権利
の規定が必要であると思います。そして法律も、どういった状況の下で個人が
他人の法的能力行使に干渉や制限を加えた場合、権利侵害となるかという明確
な規定がありません。また、そういった場合の法的救済の方法も得にくいとい
う状況があります。ですから、何か任意に、もしくは差別的に法的能力行使を
制限した場合、侵害となるのですが、実際には、侵害した人はいかなる法的負
担も担う必要がないということがあります。また、それに対して、法的救済、
もしくは訴訟を行う手立ても少ないということがあります。
それぞれが法の前では平等と認められる権利があり、自分の意思で法的能力
を行使できる権利があると、明確にまだ規定されていません。明らかに法律面
には欠陥があります。また、実際の現状の中で生じている効果に関しても、少
し欠陥があるのではないかと思います。ですので、これから進むべき第一歩と
しましては、法律の設計において、全ての者が法の前では平等であるというこ
とを明確にすべきだと思います。
また、もっと具体的な権利が必要です。国内の法律では、障害者は平等の中
で法的能力を発揮でき、サポートを受けることができるとしています。それと
同時に、国内の法律の中で、保障体制も明確にすべきです。権利が侵害された
ときには、どのような救済手続きが取られるのかも明確にすべきです。第 12
条であれば、こういった法律の権利の確認については不可欠であると考えてい
ます。
二つ目の気付きです。お二人がおっしゃったように、現在の法律では、条文
の中では精神能力、認知能力と結び付いています。しかし、実際には障害者の
認知能力は、必ずしも法的能力と結び付いていないことがあります。実際、法
的能力の剥奪・制限は、精神障害、知的障害以外の他の障害者にも及んでいま
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す。身体的な障害者に関しても、法律上、完全な民事行為能力者でないと制限
されている状況があります。これは、私の実践研究の中で気が付いたところで
す。
また、障害者がもし法的能力、もしくは意思決定の能力がない場合、精神に
問題がある、認知に問題がある場合、障害者は自分で意思決定できないのだと、
周りの人は不安を感じます。こういった不安の中でより心配になるのは、障害
者自らが行為を決定するときに、障害者本人、もしくは周りの人の権利を侵害
するのではないかということです。ですので、障害者の法的能力行使への干渉
は、リスクを回避するための一つの手段であると考えています。現在の法律で
は、干渉するに当たって、負わなくてはいけない法律的な責任は規定されてい
ません。
もう一つ気が付いたのは、人々の懸念と似ているのですが、疾患や精神的な
疾患の他にも、経済的、社会的地位、教育程度など、考慮すべき要素はさまざ
まあります。これは社会の現実であると思います。また、偏見や不平等もあり
ます。こういったものは、中国で障害者の社会での地位を低くしています。経
済的な地位も低い。教育程度も低いということがあります。こういった現実に
おいて、障害者に対する法的能力に対する懸念が増幅されています。
このような多くの要素が、障害者の法的能力の行使が保障される中で障害と
なっています。この中で注意したのは、条約第 12 条の精神です。そのコアと
なるのが、法的能力と認知能力の関係です。それ以外にも考慮すべきところは
たくさんあります。例えば、第 12 条の要請ですが、国内法の改革において、
認知もしくは精神的な能力の制約には、理由が必要です。こういった考慮がま
だまだ不足していて、リスクがあります。他の方法で自主決定能力が干渉され
ているということです。国内法では、全ての障害者の法的能力の行使を阻害し
ているところについて、これからも研究を進めていかなければならないと思い
ます。
3点目は、後見人の制度についてです。先ほど陳さんがおっしゃったように、
自分のことを弁識できない精神障害者が、行為能力がないものと申告された場
合のみ、後見人を指定できます。先ほど高さんがおっしゃったように、実際多
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くの成年精神障害者の家族が、後見人の役割を果たしています。しかし、行為
能力がないと申告されていないにもかかわらず、そういった人が後見人となっ
ています。こういった人たちは、法的手続きを踏んで成った後見人ではありま
せん。家族です。しかし、そういったものが周りの人々から後見人として認め
られています。こういった家族は、後見人登録されておらず、証明することが
難しいのです。しかし、彼らは家族です。そういった身分から周りのものに認
められているということです。
もう一つ気が付いたところですが、実際に、こういった後見人は、代行者と
して、責任の請負者としても役割を果たしています。ほぼ全ての障害者のケア
の責任を担っており、行為の責任を担っています。ですので、実際にこういっ
た後見人は多くの権力があります。そして、障害者の生活を干渉しています。
それと同時に責任も担っています。
インタビューの中で分かったのは、多くの家族にとってこうした責任を担う
ことが負担となっているということです。負担が重くなるのを回避するために、
代行決定をしているわけです。そして、私たちの権力・責任は大きすぎ、担う
ことができないとも考えています。
もう一つの見方ですが、家族の権力にしろ、責任にしろ、多くの程度におい
て、法律の規定と結び付いていません。道徳的な義務に基づいています。です
ので、こういった権力、責任というのは、法律的な保護と監督が必要であると
思います。
より注意すべきだと気付いたことは、家庭のつながりの中で障害者の理解の
程度がさまざまであることです。こういった行為が障害者の権利を侵害してい
ると、障害者自身も分かっていますが、家族の情があるので、それを認めざる
を得ない、受け入れざるを得ないということがあります。ですので実践の中で、
監督、後見人制度の改革は難しいということがあります。
実践の中で分かったのは、ジレンマです。家族が後見人の役割を果たしてい
るときに、後見制度を完全に法的な枠組みに収めるのは難しいということです。
また、家父長制的な代替的意思決定を完全に脱却することも難しい。効果的な
監督も難しいということです。これは、非常に大きな問題だと思います。こう
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いった家族のつながりと後見人が重なったときに、さまざまな問題が生じてい
ます。
多くの障害者の家族は、自分の愛する家族である障害者に対するサポートを
必要としています。言い換えれば、家族のつながりと障害者に対するサポート
は、両方同時に行うことができると思います。また、支援付き意思決定の制度
も整備していくことも必要だと思います。家族は、自主的な意思決定に参画し
ていると思います。家族と支援付き意思決定、両方が出てきた場合、これから
家族がどのような役割を担っていくべきかという問題があります。
一つは、原則的なものです。現在の制度の下で、家族に代わる支援付き意思
決定が出た場合、条約の精神に基づいて、これから変えていかなくてはならな
いと思います。また、法律は、支援者を明確に支援しなくてはいけません。あ
る程度の規定、監督も必要です。もう一方で、障害者は家族とのつながりが強
く、その状況の中で、家族の権力を制限していくかということを考えていかな
くてはなりません。家族のつながり、信頼関係もあります。もともとあるつな
がりを破壊してしまえば、法的な制度があっても、受け入れることができない
と思います。ですので、その制度が良いものであっても、取り入れなければ意
味がないと思います。これは、私からの提案としたいと思います。
四つ目の発見です。今、支援は基本的には家族が担っていて、それ以外の社
会ネットワークが少ないということがあります。家族以外からの支援が、障害
者は受けにくいということがあります。社会からのサポートを障害者が必要と
していないわけではありません。社会的なネットワークが不足しているからで
す。現在の法律では、社会からの支援に関する枠組みがあまり整備されていま
せん。義務、責任、法的な行為、サポートなど、まだまだ明確化されていない
ものがたくさんあります。ですので、社会的なサービスを受けるに当たっても、
それが障害となっています。例えば、法的な決定をするときに、外部からの支
援がなかなか得にくいのです。
研究の中で気が付いたのは、こういったネットワークが単一的であることで
す。精神障害者は、数人の家族からのみのサポートを受け、それ以外の社会的
な関係が乏しいということがあります。ですので、例えば家族が権力を乱用し
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た場合、救済を受けることができないという問題もあります。また家族以外で、
障害者の意思がどういうものなのかを他人が知ることがなかなか難しいという
ことがあります。そして家族を失った場合、孤立無援の状態になってしまいま
す。こういった障害者の単一的な社会ネットワークの現状というのは、第 12
条の精神に反していると思います。
ですので、大切な 1点というのは、法律の改革です。そして支援付き意思決
定制度の整備に当たって、障害者は数人の家族といった後見人ではなく、もっ
と多くの人々からのサポートを受けるべきであるということです。そして多様
な、アクティブな内容にしていかなくてはならないと思います。フレキシブル
で持続可能な社会関係のネットワークの中で、支援付き意思決定制度が構築さ
れるべきだと思います。こういったものがあると、さまざまな権利も、より守
りやすくなると思います。こういった社会的支援、枠組みがあると、支援者の
法的な地位、義務責任も明確にすることができます。こういった支援者の間で、
どのように任務を分担していくかということについても分かりやすくなると思
います。
以上の 4点が、私の主な発表内容です。
少しまとめてみたいと思います。今日の研究課題は、第 12 条に関する課題
です。これから国内法の改正に当たって、法の前では誰もが平等で認められる
権利があることを法的に明確にしていかなければなりません。そして、障害者
が平等の中で法的能力の行使をする権利があることを確認しなければなりませ
ん。
2点目です。実践の中で気が付いたことは、障害者の法的能力行使を障害す
る要素が幾つもあるということです。条約第 12 条の求めるものに関して二つ
のことを挙げました。
こういった支援付き意思決定制度は、多様な社会的ネットワークの中で形作
られるべきであるということです。そして、今は、家族が支援の中に入ってい
ますが、家族と障害者の関係をもっと明確化していくべきと考えます。以上で
す。
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⬟Ẹ஦⾜Ⅽ࡞᏶඲ࡣ⪅ᡂᖺ㞀ᐖࠊᐇ㝿ୖࠋࡿ
ຊࢆᣢ࡜࠸࡞ࡓ௬ᐃࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉከࠋ࠸�

� ᡂᖺ㞀ᐖ⪅ࡢ᏶඲࡞Ẹ஦⾜Ⅽ⬟ຊྰࡀᐃࢀࡉ
ྍࡿࢀࡉᣦᐃࢆᚋぢேࠊࡶ࡚ࡗ࠶ሙྜ࡛࠸࡞
⬟ᛶࠋࡿ࠶ࡀᐇ㝿ୖࠊᡂᖺ㞀ᐖ⪅ࡣ࡟ᚋぢே
࡜ࠊࡿ࠶࡛⪅㏆ぶࡣᚋぢேࡢࡑࡘ࠿ࠊࡾ࠾ࡀ
௬ᐃࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉከࠋ࠸�

�

� ၥ㢟㸸�
� ἲᚊ௨እࠊ࡟㞀ᐖ⪅࡟௦ࡾࢃ௦᭰ⓗ
ពᛮỴᐃࡣࡢࡶࡍ࡞ࢆఱࡼࡢ࡝ࠋ࠿
ࡢ⪅ᡂᖺ㞀ᐖ࡟ᐇⓗ⌧ࠊࡀཎᅉ࡞࠺
ἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᖸ΅ࡣࡓࡲไ㝈ࢆ୚
ᐙࡢ⪅㞀ᐖ࡟⯡୍ࠊࡓࡲࠊ࠿ࡢࡿ࠼
᪘�ᚋぢேࡿࡼ࡟ᖸ΅�ไ㝈ࡀㄆࡽࡵ
�ࠋ࠿ఱࡣཎᅉࡿࢀ
�

ϯ�
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� ἲᚊୖࡢḞ㝗㸸⌧⾜ἲ࡛ࠊࡣㄡࡀࡶἲⓗ࡟ᖹ➼࡛࡜ࡿ࠶ㄆࡿࢀࡽࡵᶒ฼࠶ࡀ
�ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉつᐃ࡟☜᫂࡜ࡿ

�
� ಶேࡣ᏶඲࡞Ẹ஦⾜Ⅽ⬟ຊ⪅࡜ㄆࡿࢀࡽࡵᶒ฼࡞☜᫂ࡢ࡜ࡿ࠶ࡀつᐃࠋ࠸࡞ࡀ�

� ࡿࡍ㛵࡟ົ⩏ࡁ࡭ࡍࡓᯝ࡛ୖࡿࡍᑛ㔜࣭ಖ㞀ࢆἲⓗே᱁ࡢಶேࡀ఍୺య♫ࡢ௚ࡢࡑ
つᐃࠋ࠸࡞ࡀ�

� ᵓࢆᶒ฼౵ᐖ࡟ሙྜࡓ࠼ຍࢆᖸ΅㸭ไ㝈࡟ἲⓗ⬟ຊ⾜౑ࡢ௚ேࠊἣୗ࡛≦ࡿ࡞࠿࠸
ᡂࠊ࡚࠸ࡘ࡟࠿ࡿࡍつᐃࠋ࠸࡞ࡀಶேࡢࡑࡀἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᙜࠊࡾࡓ୙ᙜ࡞ᖸ΅ࡲ
�ࠋ࠸ࡃ࡟ᚓࢆ῭ἲⓗᩆࠊሙྜࡓࡅཷࢆไ㝈ࡣࡓ

�
� ᐇ㝿ࡢຠᯝ㸸�

�
� 㞀ᐖ⪅ࡀἲⓗ⬟ຊࢆ⾜౑ࡿࡍ⾜Ⅽ࡟ᑐࡋᕪูⓗᖸ΅�ไ㝈ࢆຍࡓ࠼ሙྜࠊᚲࡶࡋࡎ㞀
ᐖ⪅ࡢᶒ฼ࡢ࡬౵ᐖࢆᵓᡂࡣ࡜ࡿࡍ㝈ࠊࡓࡲࠊࡎࡽᚲࡶࡋࡎἲⓗ㈐௵ࢆ㈇࡛ࡁ࡭࠺
�ࠋ࠸࡞ࡽ㝈ࡶ࡜ࡿ࠶

� 㞀ᐖ⪅ࡣᶒ฼ព㆑ࡀḞዴࠊࡾ࠾࡚ࡋἲⓗᩆ῭ࢆᚓࡿᡭࡶ࡚ࡔᑡࠋ࠸࡞�

� ⾜Ⅽ⬟ຊ㸸ㄡࡀࡶாཷࡿࡍᶒ฼ࡶ࡜ࢀࡑࠊ࠿ࡢ࡞㞀ᐖ⪅ࢆ᤼㝖ࡿࡍᇶ‽ࠋ࠿ࡢ࡞�

ϰ�
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ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦୍㸧�

� ἲᨵṇࡢ᪉ྥᛶ�
� ἲᚊࡣ᮲ᩥタᐃࠊ࡚࠸࠾࡟ㄡࡀࡶἲࡢ๓࡛ࡣᖹ➼࡜ㄆࡿࢀࡽࡵᶒ฼ࠊࡾ࠶ࡀㄡࡀࡶ
�ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍつᐃ࡟☜᫂࡜ࠊࡿ࠶ࡀᶒ฼ࡿࡁ౑࡛⾜ࢆἲⓗ⬟ຊࡢࡑពᛮ࡛ࡢࡽ⮬
� ἲⓗ⬟ຊ⾜౑᫬࡟ᨭ᥼ࢆᚓࡿᶒ฼ࠋࡴྵࢆ�

� 㞀ᐖ⪅ࠊࡣᚲせ࡞ᨭ᥼࡟㛵࡚ࡋ༠㆟࡟ࢀࡇࡘ࠿ࠊࡋᇶ࡙࡚࠸ලయⓗᨭ᥼᪉ᘧࢆỴᐃࡿࡍᶒ
฼ࢆ᭷ࡿ࡞࠿࠸ࠋࡿࡍᙧᘧ࡛ࡶ࡚ࡗ࠶㞀ᐖ⪅ࡢㄆ▱⬟ຊ㛵㐃ࡢホ౯࡟ᇶ࡙ࠊ࡚࠸㞀ᐖ⪅࡟
ᚲせ࡞ᨭ᥼ࢆỴࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡵ�

�

� ἲᚊ࡛ࠊࡣᶒ฼࡟ᑐᛂࡢࡑࠊ࡚ࡋ௚ࡢ♫఍୺యࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍ࡟☜᫂ࢆົ⩏ࡢ�
� 㞀ᐖ⪅ࡢ⮬୺ⓗពᛮỴᐃ࡟ᑐࠊࡋ୙ᙜ࡞ᖸ΅ࡣࡓࡲไ㝈ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗ⾜ࢆ�

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑ࢆᨭ᥼ࡵࡓࡿࡍ✚ᴟⓗᥐ⨨ࢆㅮࠊࡘ࠿�ࠊࡌලయⓗᨭ᥼ᥐ⨨ࡸᨭ᥼᪉
ᘧ➼ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㞀ᐖ⪅࡜༠㆟ࠋࡿࡍ�

�

� ἲᚊ࡛ࠊࡣᶒ฼౵ᐖࡢἲⓗ㈐௵ཬ࡟ࢀࡇࡧᑐᛂࡿࡍᩆ῭ᡭ⥆࡜ࡁᥐ⨨࡭ࡍ࡟☜᫂ࢆ
�ࠋࡿ࠶࡛ࡁ
� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᖸ΅ࡣࡓࡲไ㝈ࢆຍࡿ࠼⾜Ⅽࡣᶒ฼౵ᐖࢆᵓᡂ࡟☜᫂࡜ࠊࡿࡍつ
ᐃࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍ�

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᙜࡾࡓ㐺ษ࡞ᨭ᥼ࢆᥦ౪࡟ࡵࡓࡿࡍ✚ᴟⓗᥐ⨨ࢆ᥇ࡓࡗ࠿࡞ࡽሙ
�ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍつᐃ࡟☜᫂࡜ࠊࡿࡍᵓᡂࢆᶒ฼౵ᐖࡶྜ

� ࠼ຍࢆไ㝈ࡣࡓࡲ΅ᖸ࡟㝿ࡿࡍ౑⾜ࢆⅭ⬟ຊ⾜ࡀ⪅㞀ᐖࠊࡋᵓ⠏ࢆ࣒ࢬࢽἲⓗ࣓࢝࡞☜᫂
�ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡍつᐃ࡟☜᫂ࢆ࠿ࡢࡿࡵồࢆ῭᪉ᘧ࡛ἲⓗᩆ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊሙྜࡓࢀࡽ

ϱ�

ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦஧㸧�

� ㄆ▱⬟ຊࠊࡣ⾜Ⅽ⬟ຊྰࡀᐃࡿࢀࡉ၏୍�┤᥋ࡢせ⣲ࡣ࡜㝈࠸࡞ࡽ�
�

� ⿢ุᡤ࡟⾜Ⅽ⬟ຊ࡜࠸࡞ࡀᐉ࿌ࡓࢀࡉ⢭⚄㞀ᐖ⪅࡛ࠊࡶᐇ㝿ࡣ࡟ἲⓗ⬟ຊࢆ⾜౑ࡋ
�ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆពᛮỴᐃࡽ⮬

� ᐙ᪘ࠊ㏻ᖖࠋࡿࡁ࡛ࡶࢢࣥࣆࢵࣙࢩࢺࢵࢿࠊࡋࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆ㖟⾜ཱྀᗙࡣศ⮬ࠕ
ᐉ࿌࡟⿢ุᡤࠊࡽ࠿ࡔࠋ࠸࡞ࡽ▱ࢆ⑓Ẽࡢ⚾ࡶ௚ேࠋ࠸࡞ࡶ࡜ࡇࡿ࡞࡟ୡヰࡢ
⚄⢭ࠊ��ṓࠊᛶ⏨��ࠊᅇ⟅⪅,Q���'3࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖㸦ࠖ࠸࡞ࡣᙳ㡪࡟≉ࡶ࡚ࢀࡉ
㞀ᐖࠊ⾜Ⅽ⬟ຊࡢ࡜⪅࠸࡞ࡀᐉ࿌ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ㸧�

�

� ㌟యࡣࡓࡲឤぬ㞀ᐖ⪅ࡣἲᚊୖ᏶඲࡞Ẹ஦⾜Ⅽ⬟ຊ⪅࡜ㄆࠊࡀࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿࢀࡽࡵ
ᐇ㝿ࡣ࡟⾜Ⅽ⬟ຊࠊࢀࡉ࡜⪅࠸࡞ࡀ⮬ᕫࡿࡼ࡟ពᛮỴᐃࡀไ㝈ࠋࡿࢀࡉ�

� ࠋࡓࢀࡽࡵồ࠺ࡼࡿࡃ࡚࠸ࡘࡶぶࠊ㝿ࡢ፧Ⓩグ⤖ࠊࡾ࠶ࡀどぬ㞀ᐖࡣ࡟ፉࡢ⚾ࠕ
ࡀ┠ࡣፉࠋࡓࡗᛮ࡟୙ᛮ㆟ࡣ⚾ࠋࡓࡗࡔ࡜ࡇࡢ࡜࠸࡞ࡏࡉⓏグࠊࡤࢀࡅ࡞ࡶࡉ
ぢࠊࡀ࠸࡞࠼⤖፧ࢆ⮬ศ࡛Ỵࠊࡐ࡞ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵぶࡀഃ࡜࠸࡞࠸࡟Ⓩグ
�どぬ㞀ᐖ⪅㸧ࡀ�ፉࠊ�ዪᛶࠊ(*���*(ࠊ�ࣉ࣮ࣝࢢࢫ࣮࢛࢝ࣇ㸦ࠖ࠿ࡢ࠸࡞ࡁ࡛

� ᡭヰ㏻ࡣ⪅௵㈐ࡢᙺᡤࠊࡀࡓࡗ⾜࡚ࢀ㐃ࢆᡭヰ㏻ヂ࡟ࡁ⥆ᡭࡢႠᴗチྍド͐ࠕ
ヂࢆ⌮ゎ࡛ࠊࡔࡵࡔࡽ࠿࠸࡞ࡁ୓୍ၥ㢟ࡀ㉳ࡽࡓࡁᙺᡤࡀ㈐௵ࡤࢀࡅ࡞ࡽྲྀࢆ
࠸ࡣᚋぢேࡀ⚾ࠋࡓࡗゝ࡜ࠊ࠸࡞ࡋࡁ⥆ᡭ࡜࠸࡞᮶࡚ࢀ㐃ࢆᚋぢேࠊ࠸࡞ࡽ࡞
ࡔᚋぢேࡀぶᡉࠊ࠸ࡉ࡞᮶࡚ࢀ㐃ࢆぶᡉ࠿ㄡࠊࡣ⪅௵㈐ࡢࡑࠊࡽࡓ࡭㏙࡜࠸࡞
�ぬ㞀ᐖ㸧⫈ࠊ�ዪᛶࠊ3'���ᅇ⟅⪅,Q࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖㸦ࠋࠖࡓࡗゝ࡜

�

�

ϲ�
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ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦஧㸧�

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᖸ΅ືࡿࡍᶵ㸸ࣜ࡜ࢡࢫ㈐௵ࡢᅇ㑊�
�

� 㞀ᐖ⪅ࡢࡑࡀ⾜Ⅽ࡟㈐௵ࢆᣢ࡚ࠊࡎ㞀ᐖ⪅࡟⮬ศ࡛⾜Ⅽࢆᐇ᪋࡜ࡍࡽࡓࡶࢆࢡࢫࣜࡤࢀࡏࡉ
ᠱᛕࠋ�

� ᐇ㝿ୖࠊ㞀ᐖ⪅ࡢࡽ⮬ࡀពᛮỴᐃ࡟㈐௵ࢆᣢ࡚ࠊࡎ௚ே࡟യᐖࡸᦆᐖࢆ୚ࡿ࠼≧ἣ࡟࠿☜ࡀ
Ꮡᅾࠋࡿࡍ�

� ࠊㄆ▱⬟ຊࡢ⪅㞀ᐖࠊࡤ࠼౛ࠋࡿ࠸࡚࠸ᇶ࡙࡟せ⣲࡞ࡲࡊࡲࡉࡣᠱᛕࡿࡍᑐ࡟௵㈐࡜ࢡࢫࣜ
�ࠋ➼఍ⓗᆅ఩♫ࠊ㈈ຊࠊຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

� 㞀ᐖ⪅࡟ᑐࡿࡍ♫఍ᅛ᭷ࡢ೫ぢࠊཬࠊࡧ᪤Ꮡࡢᵓ㐀ⓗ୙ᖹ➼㸦୍㒊㞀ᐖ⪅ࡣ᪤Ꮡࡢᵓ㐀ⓗ୙
ᖹ➼ࡀཎᅉ࡛ᩍ⫱ࡸᑵᴗࡢᶵ఍ࡀᚓࠊࡎࢀࡽ♫఍ࡢᗏ㎶ᒙ࡛⏕άࡿ࠸࡚ࡋ㸧�

�

� ἲᨵṇࡢ᪉ྥᛶཬࡧ⪃៖ࡁ࡭ࡍၥ㢟�
�

� ㄆ▱⬟ຊࡣࡓࡲពᛮ⬟ຊࡢḞ㝗ࠊࢆಶேࡢἲⓗ⬟ຊࢆ๤ዣ�ไ㝈ྜࡿࡍἲⓗ⌮⏤࡞ࡣ࡚ࡋ࡜
�ࠋ࠸࡞ࡽ

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑ᶒࢆಖ㞀࡟ࡿࡍ㝿ࠊࡣ࡚ࡋ㞀ᐖ⪅ࡢ⾜ⅭࡣࡓࡲពᛮỴᐃࠊࡀ௚ேࡢᶒ
฼ࡣࡓࡲ฼┈࡟ᑐࡋᩆ῭୙⬟ࡢ౵ᐖ࠺ࡼ࠸࡞ࡉࡽࡓࡶࢆಖドࡿࡍἲⓗ࣓࢝ࡀ࣒ࢬࢽᚲせࠋ�

� ௒ࡢ࡛ࡲἲᚊྲྀࡿࡅ࠾࡟ᘬࡢࡁᏳ඲ཬࡢ⪅୕➨ࡧ฼┈ࢆಖㆤ࠺࠸࡜ࡿࡍ❧ἲ┠ⓗࢁ࠾ࡶ
�࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ࡟࠿ࡑ

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑ࡀ᪤Ꮡࡢ♫఍೫ぢ࡜ᵓ㐀ⓗ୙ᖹ➼ࡢᙳ㡪ྍࡿࡅཷࢆ⬟ᛶࡀᏑᅾࠋࡿࡍ�
ἲᚊࡓࡋ࠺ࡇࡣ೫ぢ࡜୙ᖹ➼࡟࠿࠸ࢆฎ⌮ࠋ࠿ࡁ࡭ࡍ�

ϳ�

ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦୕㸧�

� 㐨ᚨⓗ⩏ົ࡟ᇶ࡙ࡃᚋぢேࡢᙺ๭�

� ኱㒊ศࡢ㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ࢆࡽ⮬ࡣᚋぢேࠊ࠼⪄࡜ᐇ㝿ୖࡶᚋぢேࡢᙺ๭ࢆᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓ�

� ࡁ⥆ᡭ࡞ู≉࠿ఱ࡟௚ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲỴ࡟ᚋぢேࡢᜥᏊࡀᙜ↛⮬ศࠊࡽ࠿ࡔẕぶࡣ⚾ࠕ
�ⓗ㞀ᐖ⪅㸧▱ࡀ�ᜥᏊࠊ1*���*(ࠊ㸯ࣉ࣮ࣝࢢࢫ࣮࢛࢝ࣇ㸦ࠋ࠿ࡢ࡞ᚲせࡀ

� ࡋ࡜ࡓࡋᣦᐃࢆᚋぢேࡢ௚ࡀ⿢ุᡤࠋ࠺㈇ࢆ௵㈐ࡀศ⮬ࠊࡽ࠿ࡔࡶ࡝Ꮚࡢ⚾ࡣࢀࡇࠕ
㛢⑕⮬ࡣ�ᜥᏊࠊ(*���*(ࠊ�ࣉ࣮ࣝࢢࢫ࣮࢛࢝ࣇ㸦ࠋࠖࡔࡅࡔ⚾ࡣᚋぢேࡢ┿ࠊࡶ࡚
�㸧࣒ࣛࢺࢡ࣌ࢫ

� ኱㒊ศࡢ㞀ᐖ⪅ࠊࡣᐙ᪘ࡀᚋぢேࡢᙺ๭ࢆ࡜ࡇࡿࡌ₇ࢆෆᚰㄆࠊࡾ࠾࡚ࡵᐙ᪘ࡼࡶ᭱ࡀ
�ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡿࡁಙ㢗࡛ࡶ᭱ࠊࡾ࠾࡚ࡋゎ⌮ࢆศ⮬ࡃ

� �ࠋࡿ࠸࡚ࡵㄆࢆᆅ఩ࡢ࡚ࡋ࡜ᚋぢேࡢ㞀ᐖ⪅ᐙ᪘ࠊࡶ఍୺య♫ࡢ௚ࡢࡑ

�

� �ᙺ๭ࡢᚋぢே࠸ࡋ㞴ࡀ╩┘

� ᐙ᪘�ᚋぢேࡣ኱࡞ࡁᶒຊࢆᣢྠࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ᫬࡟኱࡞ࡁ㈐௵ࡶ㈇ࠋࡿ࠸࡚ࡗᶒຊ࡜㈐௵
�ࠋ࠸ࡋ㞴ࡶ࡜ࡇࡿࡍ╩┘୰࡛ࡢࡳ⤌ᯟࡢἲࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿࡁἲᚊ࡛つᐃ࡛࡚࡭ࡍࡣ

� 㞀ᐖ⪅ࠊࡣᐙ᪘ࡀ⮬ศࡢពᛮỴᐃ࡟ᖸ΅࡜ࡿࡍព㆑ࠊࡾࡼ࡟⏤⌮࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ
�ࠋࡿࡍ㑅ᢥࢆ࡜ࡇࠖ࠺ᚑࠕ࡟΅ᖸࡓࡋ࠺ࡇ

� ࡛‶୙ࡣศ࡛⮬ࠊ᫬ࡓࢀࢃゝ࡜࠸࡞ࡅ࠸ࡣ࡚ࡋࢆࢀࡇࠊࡽ࠿ࡔୡヰ࡛኱ኚࡢ⚾ࡣẕࠕ
ࠊ���ṓࠊ�ዪᛶࠊᅇ⟅⪅,Q���'3࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖㸦ࠋࠖࡿࡍ࡟ࡾ࠾࡜࠺ゝࡢẕࡾࡣࡸࠊࡶ
▱ⓗ㞀ᐖ㸧�

� Ẽᣢࡢࡇࠋࡽ࠿ࡔᐙ᪘ࠊ࠸࡞࠼ࡾ࠶࡝࡞࡜ࡇࡿ࠼ッ࡟⿢ุᡤࢆᐙ᪘࡜࠺ࢁ࠶࡛࠺࡝ࠕ
��⢭⚄㞀ᐖ㸧ࠊᛶ⏨�ࠊᅇ⟅⪅,Q���'3࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖㸦ࠋ኱ษࠖࡾࡼఱࡀࡕ

�

�

ϴ�
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ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦୕㸧�

� ᐙ᪘࡜ࡾࡀ࡞ࡘࡢᚋぢไᗘ࣐ࣥࣞࢪࡢ�

� 㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ࡀᚋぢேࡢᙺ๭ࢆᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓ᫬ࠊࡣ࡟ᚋぢไᗘࢆ᏶඲࡟ἲⓗᯟ
༷⬺࡟᏶඲ࢆ௦᭰ⓗពᛮỴᐃࡿࡼ࡟ᐙ㛗ไࠊࡓࡲࠋ࠸ࡋ㞴ࡣ࡜ࡇࡿࡵ཰࡟ࡳ⤌
ࠊࡶ࡜ࡇࡿࡍ╩┘࡟ຠᯝⓗ࠿࠸࡞࠸࡚ࡋ⏝℃ࢆᚋぢᶒࡀᚋぢேࠊࡧཬࠊ࡜ࡇࡿࡍ
㠀ᖖ࡟ᅔ㞴࡛ࠋࡿ࠶�

� ኱㒊ศࡢ㞀ᐖ⪅ࠊࡣᐙ᪘ࡃࡼࡶ᭱ࡀ⮬ศࢆ⌮ゎࠊࡾ࠾࡚ࡋಙ㢗࡛࡚࠼⪄࡜ࡿࡁ
ᨭ᥼యࡓࡋ࠺ࡑࠊࡽࡓࡋ᤼㝖ࡽ࠿㞀ᐖ⪅ᨭ᥼య⣔ࢆᐙ᪘ࠊࡋࡶࠊ࡚ࡗᚑࠋࡿ࠸
⣔ࠊࡣ㞀ᐖ⪅ࡢពᛮࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞࡟ࡢࡶ࠸࡞ࢃࡄࡑࡣ࡟�

� ௬ࠊ࡟➨��᮲ࡀồࡿࡵᨭ᥼௜ࡁពᛮỴᐃไᗘࡀ⌧ᅾࡢᚋぢไᗘ࡚ࡗྲྀ࡟௦ࡗࢃ
�ࠋࡿࢀࡉṧࡀ࣐ࣥࣞࢪࡢᵝྠࡣ࡟ᐇ㝿ࠊࡶ࡚ࡋ࡜ࡓ

�

� ἲᨵṇ᫬࡟⪃៖ࡁ࡭ࡍၥ㢟�

� ᨭ᥼௜ࡁពᛮỴᐃࡢἲไᗘࢆᵓ⠏ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ᫬ࠊ⪃៖ࠊࡣࡁ࡭ࡍ㞀ᐖ⪅ࠊ㞀
ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ཬࡢࡑࡧ௚ࡢ♫఍୺యࡀᐇ㝿࡟฼⏝ࡅཷࠊࡋධࡿࢀἲไᗘ࡟࠿࠸ࢆ
ไᐃࠊ࡚ࡗ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠿ࡁ࡭ࡍ㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ࡀ㐨ᚨⓗ⩏ົࡽ࠿ᚋぢேࡢᙺ
๭ࢆᯝࢆ࡜ࡇࡍࡓᘬࡁ⥆ࡁㄆࠋ࠸࡞ࡣ࡛࡜ࡇࡿࡵ�

� ᨭ᥼௜ࡁ⮬୺ⓗពᛮỴᐃࡣ࡟ከᵝ࡞ᨭ᥼⪅ࡀᏑᅾࡋᚓࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿ�ᨭ᥼య⣔඲
యࡿࡅ࠾࡟㞀ᐖ⪅ᐙ᪘ࡢᙺ๭ࠊᶒຊࠊ㈐௵࡟≉ࠊ࠺ࡼࡿࡏࡉࢫࣥࣛࣂࡃࡲ࠺ࢆὀ
ពࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ�

ϵ�

ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦ᅄ㸧�

� ᐙᗞእࡢ♫఍ⓗᨭ᥼య⣔ࡀḞࠊࡿ࠸࡚ࡅ♫఍ࡀࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ༢୍ⓗ�

� ᐇ㝿ࠊࡣ࡟㞀ᐖ⪅ࡢᐙᗞࡀ㞀ᐖ⪅࡟ᑐࡢ࡚࡭ࡍࡰ࡯ࡿࡍ㈐௵ࢆົ⩏࡜ᢸࠋࡿ࠸࡚ࡗ⤒῭ⓗ᥼ຓ࡜ⱝᖸ
�ࠋ࠸ࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿᚓࢆᨭ᥼ࡢ௚ࡢࡑࡣᐙᗞࡢ⪅㞀ᐖࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣ⟇ᨻ♴⚟ࡢ

� 㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ࠊࡣ᭷ຠ࡞ᨭ᥼ࢆᚓࠊࡵࡓ࠸࡞ࢀࡽἲᐃᡭ⥆࡚ࡗࡼ࡟ࡁṇᘧ࡞ᚋぢேࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡜
ᮃࠋ࠸࡞ࡲ�

� ⮬ࡿ࠶ぶ࡛ࡣ௵㈐ࡢ࡚࡭ࡍࡿࡍᑐ࡟ື⾜࡜ά⏕ࡢࡶ࡝Ꮚࠋ࠸࡞ࡣᚲせ࠺ࡽࡶ࡚ࡵỴ࡟ἲᚊࠕ
ศࠋࡿ࠶࡟⿢ุᡤ࡛ṇᘧᚋぢே࡚ࡋ࡜Ⓩグ࡚ࡋఱࡢព࿡ࠋ࠿ࡢࡿ࠶ࡀ㈐௵ࡣ⮬ศࠋࡿ࠶࡟⿢
ุᡤⓏグࡣ࡟ఱࠋࠖ࠸࡞ࡶࢺࢵ࣓ࣜࡢ㸦ࠊ1*���*(ࠊ�ࣉ࣮ࣝࢢࢫ࣮࢛࢝ࣇ�ዪᛶࠊᜥᏊࡀ▱
ⓗ㞀ᐖ⪅㸧�

� 㔜ࡿࡂࡍᐙᗞࡢ㈇ᢸࠊࡀ⤖ᒁࠊ㞀ᐖ⪅ࡢ࡬ไ㝈࡟ኚࠋࡃ࠸࡚ࡗࢃ�

�

� 㞀ᐖ⪅ᮏேࡢࡑ࡜ᐙᗞ࡞ࡳࠊࡣእ㒊ࡢࡽ࠿ᨭ᥼ࢆᮃࠋࡿ࠸࡛ࢇ�

� ࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡤ࠼౛ࠋࡿࡍ㒊Ꮡᅾ୍ࡀࢫࣅ࣮ࢧࡿࡍᥦ౪ࢆᨭ᥼࡟⪅㞀ᐖࠊ࡚ࡋ࡜≦⌧
�ࠋ➼ࢫࣅ࣮ࢧᑓ㛛ࡢ࣮࣮࢝࣡

� ἲᚊࡢḞዴࡀ♫఍ᨭ᥼᥎㐍ࡢ࡬㞀ᐖࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜እ㒊ᨭ᥼⪅ࡣ㞀ᐖ⪅ࡀἲⓗຠຊ࠶ࡢ
�ࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛࡟㠀ᖖࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆᨭ᥼ࡢ࡛ୖ࠺⾜ࢆỴᐃࡿ
� ⌧⾜ἲࠊࡣ࡟㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘௨እࡢࡑࡢ௚ࡢ♫఍୺యࡀᨭ᥼⪅࡚࠸ࡘ࡟࠿ྰ࠿ࡿࢀ࡞࡟つᐃࠊࡃ࡞ࡀ
ᨭ᥼⪅ࡢᶒ฼ࠊົ⩏ࠊ㈐௵ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ࡟☜᫂ࡶ࡚࠸ࡘ࡟�

� 㞀ᐖ⪅ࡢᐙ᪘ࠊࡣእ㒊ᨭ᥼⪅ࡢ࡜㛫࡛┦஫ಙ㢗㛵ಀࢆసࠋ࠸ࡃ࡟ࡾ�

� ពᛮỴᐃࡓࡗ⾜࡛࡜ࡶࡢᨭ᥼ࡢ⪅እ㒊ᨭ᥼ࡀ⪅㞀ᐖࡧᆅ఩ཬࡢ⪅እ㒊ᨭ᥼ࠊࡣ఍୺య♫ࡢ௚ࡢࡑ
�ࠋ࠸࡞ࡽࡀࡓࡵㄆࢆ

� ᨭࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡅḞࡀἲⓗಖㆤ࡜ἲⓗᆅ఩࡞☜᫂ࠊࡶ⪅ᅾⓗᨭ᥼₯࡞࠺ࡼࡢ࣮࣮࢝࣡ࣝࣕࢩ࣮ࢯ
᥼࠺࠸࡜࠺ࡼࡋពᛮࡀపୗࠋࡿࡍ�

ϭϬ�

分散させるよう、特に注意し
なければならない。
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ᐇド◊✲ࡿࡼ࡟Ⓨぢཬࡧ㆟ㄽ㸦ᅄ㸧�

� 㞀ᐖ⪅ࡣ࡟༢୍ⓗ࡞♫఍࠸࡞࠿ࡋࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ�
� 㞀ᐖ⪅୍ࡣேᩘࡣࡓࡲே㸦ࡣ࡝ࢇ࡜࡯ᐙ᪘㸧ࡢୡヰࠊᨭ᥼ᩘࡢࡑࠊࡎࢀࡽࡅཷ࠿ࡋᑡ࠸࡞ᨭ᥼
ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡵồࢆ῭ᩆࡾࡓᚓࢆࡅຓࡢ௚ேࠊࡶ࡚ࡋ౵ᐖࢆᶒ฼ࡢ⪅㞀ᐖࡋ⏝℃ࢆᶒຊࡀ⪅
㠀ᖖ࡟ᅔ㞴ࠋ�

� 㛗ᮇࡾࡓࢃ࡟ᙧᡂࡓࢀࡉ౫Ꮡ㛵ಀࠊࡾࡼ࡟㞀ᐖ⪅ࡢࡑࡣ࡟௚ࡢ㑅ᢥࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ࡀ�

� ᩘᑡ࠸࡞ୡヰࡿࡍࢆே�ᨭ᥼⪅ࡀ⬟ຊࢆ႙ኻࡓࡋሙྜࠊ㞀ᐖ⪅࡟ࡽࡉࡣᏙ❧↓᥼ࡢ≧ἣ࡟㝗ࡗ
�࠺ࡲࡋ࡚

�
� ἲᨵṇࡢ᪉ྥᛶ�

� �ࡿࡍ◚ᡴࢆែ≦ࡢࡶࡑࡶࡑ࠺࠸࡜ࠖ⪅ᨭ᥼ࡢே୍ࠕ

� ἲᚊ࡚ࡗࡼ࡟ከඖⓗᨭ᥼௜ࡁពᛮỴᐃไᗘྍࡢ⏝ᛶ㸦DYDLODELOLW\�DQG�DFFHVVLELOLW\㸧
�ࠋࡿࡍ࡟☜᫂ࢆ

� ᨭ᥼௜ࡁពᛮỴᐃไᗘࠊࡣከඖⓗࡘ࠿ᰂ㌾࡛ᣢ⥆ྍ⬟࡞♫఍㛵ಀ࡛࡜ࡶࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ
⠏ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿࢀࡉ�

� ከඖⓗᨭ᥼ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⮬య୍ࠊࡀ㒊ᨭ᥼⪅ࡢᶒຊ℃⏝ࢆ㜵Ṇ࡛ࠋࡿࡁ�

� ྛ✀ᨭ᥼⪅ࡢἲⓗᆅ఩ࢆἲⓗ࡜ࡾࡁࡗࡣ࡟ㄆࡢࡑࠊࡵᶒ฼ࠋࡿࡍ࡟☜᫂ࢆົ⩏ࠊ�

� ಶேࡣἲࡢ๓࡛ࡣᖹ➼࡛࡜ࡿ࠶ㄆࡿࢀࡽࡵᶒ฼ࢆ᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡋἲᚊ࡟ࢀࡇࡶᇶ࡙ࡲࡉࠊࡁ
ࢆᨭ᥼࡟㝿ࡿࡍ౑⾜ࢆἲⓗ⬟ຊࡀࢀࡑࠊ࡟ࡵࡓࡢ⪅㞀ᐖࡿ࠺ࡾࡓ᮶ࠊࡣ࡟఍୺య♫࡞ࡲࡊ
ᥦ౪ࡿࡍ₯ᅾⓗ⩏ົࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿࡍ࡟☜᫂ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ�

� ࡍ࡟☜᫂ࢆ࠿ࡁ࡭ࡿࡵỴࢆ㈐௵ศᢸ࡚࠸ᇶ࡙࡟ࡁ⥆ᡭ࡜᪉ᘧ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࡟࡜ࡈ⪅ᨭ᥼ࡿ࡞␗
�ࠋࡿ

�

ϭϭ�

�ࡵ࡜ࡲ

➨➨��᮲ࡀồࡢࡶࡿࡵ�

� 㞀ᐖ࡚ࡋ࡜⏤⌮ࢆᕪู
ⓗ࡟ἲⓗ⬟ຊࢆ๤ዣࡍ
�ࡿࡍᗫṆࢆ࡜ࡇࡿ

ᅜෆἲᨵṇ�

� ἲࡢ๓࡛ࡣㄡࡀࡶᖹ➼࡜ㄆࡿࢀࡽࡵᶒ฼ࠊࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ
ἲⓗࠋࡿࡍ࡟☜᫂࡟�
� ἲⓗ⬟ຊ⾜౑ࡢᶒ฼ࢆ᭷ࡿࡍ�

� ἲⓗ⬟ຊ⾜౑᫬࡟ᨭ᥼ࢆᚓࡿᶒ฼ࢆ᭷ࡿࡍ�

� ༠㆟ࢆ㏻࡚ࡌᨭ᥼࡟ᑐࡢࡽ⮬ࡿࡍせᮃࡢࡑࠊࡋ᫂⾲ࢆせᮃ
�ࡿࡍ᭷ࢆᶒ฼ࡿᚓࢆᨭ᥼࡚࠸ᇶ࡙࡟ពᛮ࡜

� ಶேࡢᶒ฼࡟ᇶ࡙ࠊࡁᑐᛂࡿࡍ♫఍୺యࡀᯝࡁ࡭ࡍࡓ⩏
�ࡿࡍ࡟☜᫂ࢆົ
� ௵ព࡟ཪࡣᕪูⓗ࡟㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᖸ΅࠸࡞ࡋ⩏
�ࡿࡍ᭷ࢆົ

� 㞀ᐖ⪅ࡢἲⓗ⬟ຊ⾜౑࡟ᨭ᥼ࢆᥦ౪ࢆົ⩏ࡿࡍ᭷ࡿࡍ�

� ࡵㄆ࡜➼ᖹࡣ๓࡛ࡢἲࡀ⪅㞀ᐖࠊ࡚࠸࠾࡟ἣ≦ࡿ࡞࠿࠸
ᑐ࡟ࢀࡇࠊࡧཬࠊ࠿ࡿࡍᵓᡂࢆ౵ᐖࡿࡍᑐ࡟ᶒ฼ࡿࢀࡽ
ᛂࡿࡍᶒ฼౵ᐖ㈐௵ࡿࡍ࡟☜᫂ࢆ�

� ྲྀᘬࡢࡁᏳ඲ཬࡧ➨୕⪅฼┈ࢆಖ㞀ࡿࡍἲⓗ࣓࣒࢝ࢬࢽ�

� 㞀ᐖ⪅ࡀἲⓗ⬟ຊ⾜౑ࡢ㝿࡟ᕪูࡣࡓࡲᖸ΅ࡓࡅཷࢆሙ
�ࡿࡍಖ㞀ࢆ࡜ࡇࡿࢀࡽᚓࢆ῭ἲⓗᩆࠊྜ

ϭϮ�
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�ࡵ࡜ࡲ

➨➨��᮲ࡀồࡢࡶࡿࡵ�

� ௦᭰ⓗពᛮỴᐃࡢไᗘ
⾜ࡢ⪅㞀ᐖࠊࡋᗫṆࢆ
Ⅽ⬟ຊ⾜౑࡟ᑐࡿࡍᨭ
᥼ᥦ౪ࢆ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ
᥎㐍ࡿࡍ�

�

ᅜෆἲᨵṇ�

� ἲᚊୖࠊ᪤Ꮡࡢᡂᖺᚋぢไᗘࠊࢆ➨��᮲ࡀồࡿࡵᨭ
᥼௜ࡁពᛮỴᐃ࣓࢝ࡿ࠼᭰࡟࣒ࢬࢽ�

� ᨭ᥼௜ࡁពᛮỴᐃ࣓࢝ࠊࡣ࣒ࢬࢽከඖⓗࡘ࠿ᰂ㌾࡛
ᣢ⥆ྍ⬟࡞♫఍࡛࡜ࡶࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ⠏ࡅ࡞ࢀࡉ
ࡣ࡛ࡢࡶࡿ㢗࡟ຊ⬟ࡢேᩘࡣࡓࡲே୍ࠊࡎࡽ࡞ࡤࢀ
�ࡿࡍ࡟☜᫂ࢆ࡜ࡇ࠸࡞

� 㞀ᐖ⪅ᨭ᥼⪅ࡢἲⓗᆅ఩ࠊᶒ฼ࠊົ⩏ࠊ㈐௵ࠊཬࡧ
�ࡿࡍ࡟☜᫂࡟ἲⓗࢆ㈐௵ศᢸ᪉ᘧࡢᨭ᥼⪅㛫ࡢᩘ「

� 㞀ᐖ⪅ࡀᨭ᥼ࢆᚓ࠸࡞ࢀࡽ᫬ࡣࡓࡲࠊᨭ᥼⪅ࡀᶒ฼
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